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東村山むさしの幼稚園（第一認定こども園）・東村山むさしの幼稚園（第二認定こども園）・東村山むさしの STAFF保育園（企業主導型保育園） 

189－0025 東京都東村山市廻田町 2-14-1 学校法人野澤学園 

創立５０周年記念事業・幼稚園および共有施設改築計画の概要 
【多彩に。そして、確実に。安全に。】 

～ 子供も大人も地域も。保育も教育も生活も。シェアリングコミュニティへ向けて ～ 

 教室の合間にピロティや土間を設置。大きく張り出した軒。雨天時などの遊びのエリア拡大。 

 雨水の活用転換も考慮。猛暑、小雨、ゲリラ豪雨、また、コスト対応など様々な環境変化に対応。 

 全館空調。40 度超など想定以上の温暖化も視野に、乳幼児ともに活動を守る室内活動エリアの確保。 

 西側園舎は、企業主導型の 2 号児新設、また、保育所型や企業主導型の幼児定員増にも利用可。 

 園庭を囲むテラスは運動会など全席 2 階席として位置づけ。大ホールに 2 階観覧席。 

 全方向囲い型による近隣への騒音配慮。配膳ルートの向上。 

 より深く取り組める環境の充実。音楽室や視聴覚室など専門教室の設置。 

 現保育園棟を乳児棟と位置づけ、あそびの広場（3 号児専用）、活動エリアを確保。 

 非認知能力・アクティブラーニングの素地となる教育保育環境や課程の進化。保育教諭養成の推進。 

 全園を統括する本部管理室設置。子育て支援や次世代育成事業の統括、運営研究組織や教育保育研究部署も設置。 

 西側園舎の西側に、井戸や小川、湿地、水田など、泥んこ遊びなどにも使えるビオトープエリア。（雨水で入替る仕組み） 

 通年を通し、農地の教育素材として活用。北側の企業主導型保育所や農園やアパートとの動線向上。 

 休園日や夕方など、課外教室の多様化。民間による小学生向けコンビネーション学童の計画。 

 プライバシーの確保や環境向上を狙いに、北側エリアにプールを設置。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 各種課外やカルチャー教室、コワーキングスペース等、教室の多目的活用と機能のネットワーク化。 

 余裕スペースを活かしたチャレンジ起業支援など。保護者や従業員ともにシェアワークの推進。 

 駐車場脇の平屋（現おひさまハウス）をベーカリー系の給食施設へ。オープンカフェに改築。課外教室の待合や保護者行事

にも活用。週末は雑木林や駐車場を活用したマルシェなど開催。 

 ヴァイオリンやピアノのリサイタル、フェスタの定例化など、近隣の活性化へ。文化的芸術的な要素も拡大。 

 遊びと木陰のコラボレーション。雑木林エリアの全面見直し。北側隣接に私道。東西のアクセス向上。 

 都心部まで１時間。「入園したい。引っ越したい。」不動産事業との連携強化。 

 各種セミナー、視察研修、会場としての活用。 


